
大
豆
園
草
穴

n
z
f
-
a事
当
種
田
世
物
理
可
【
畢
周
-
圃
『
同
種
骨
》

rr電 車世田一. J"J -→a 差ド .ii:. ;fロ匠首

品

百

司

剛

畠

車

遊
興
税
の
若
干
問
題
"
。
.
，
，
，

.
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.
 法
第
一
博
士

日
本
の
家
族
制
度
さ
民
法
・
・
・
・
・
・
・

2
2博士

韻

苑

勢
力
三
経
済
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

2
三博士

徳
川
時
代
の
工
業
ご
商
業
資
本
・
・
相
訓
郡
士

米
の
卸
責
相
場
ご
小
責
相
場
さ
の
関
係
帽
経
叩
哲
学
士

世
界
商
品
債
格
の
決
定
・
・
・
・
・
・
・
経
章
博
士

濁
逸
奮
税
制
の
崩
壊
さ
財
政
調
整
法
・
-
経
済
皐
士

時
間
凋
理
論
の
一
考
察
・
・
・
・
・
・
・
・
同

22+士

雑

録

元
旅
時
代
時
農
武
士
の
家
計
・
・
・
・
・
器
準
博
士

統
計
拾
穂
抄
•••.•.••.•• 

法
皐
博
士

正
司
考
棋
の
事
責
反
封
諭
・
・
・

2

・
・
・
経
一
四
皐
士

附

録

新
着
外
園
経
漕
雑
誌
主
要
論
題

禁

樟

載

三紳

j甫戸

周正

行ま住

高

田

保

馬

古

野

制

大

部

谷

口

吉

彦

作

田

荘

一

中

川

典

之

助

柴

田

敬

黒

正

巌

財

部

静

治

堀

江

保

義
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米
の
卸
資
相
場
と
小
費
相
場
と
の
関
係

第
三
十
一
巻

六
八

第
五
時
抗

ム
ハ
穴

米
の
却
費
相
場
ミ
小
責
相
場
之
の
関
係

ノh
F口'

口

士口

彦

1
.、
一
山
玄
米
卸
賀
市
場

じ

ErEnyA{
五
三
割
型
動
白
異
同

ニ
玄
米
卸
賓
相
場

穴
相
関
関
係

一
-
一
値
鞘
の
問
題

セ
結
論

四
時
世
動
の
株
態

ι・i・
」
川

μ
一品主」

1
1
f

並
月
定
J
E
叶
H
W

玄
米
卸
貰
市
場
却
も
正
米
市
場
は
、
陣
取
市
街
な
意
味
に
お
い
て
は
、
京
都
市
に
は
存
在
し
な
い
。
た
Y

併
し
、

定
の
地
域
に
多
数
の
正
米
商
が
互
に
接
近
し
て
、
庖
舗
を
構
へ
取
引
を
な
す
乞
い
ふ
意
味
に
お
け
る
市
場
は
あ
る
。

京
都
市
内
の
六
倉
庫
は
、
何
れ
も
そ
の
構
内
に
特
別
の
設
備
を
な
し
て
、
無
償
ま
允
は
低
廉
に
、
正
米
商
の
庖
舗
を

ニ
、
ド
聞
か
し
め
て
ゐ
る
。
ぞ
れ
故
に
お
の
/
也
、
の
倉
庫
を
中
心
ざ
し
て
、
ぞ
れ
ん
¥
小
範
国
の
正
米
市
場
が
、

ぞ
こ
に
成
立
し
て
ゐ
る
守
」
見
る
こ
さ
が
出
来
る
。
現
在
じ
お
け
る
是
等
の
倉
庫
お
よ
び
そ
の
構
内
に
あ
る
正
米
商

の
教
を
示
せ
ば
衣
の
如
く
で
あ
る
。

↑
附
麗
倉
庫
三
、
に
千
本
倉
庫

恒
中
央
倉
庫
四
、
は
京
都
倉
庫

右
の
中
、
最
初
の
四
倉
庫
は
、
二
峰
騨
を
中
心
ご
す
る
も
の
で
あ
り
、
後
の
ニ
倉
庫
は
、
栴
小
路
騨
お
よ
び
丹

波
口
騨
を
中
心
ご
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
第
二
の
よ
り
庚
い
正
米
市
場
を
求
む
る
な
ら
ば
、
前
の
四
倉
庫
に

四

(三)
.:1:1: 

同
倉
庫

一一、

(四)
岡
田
倉
庫

一一、

一一一、



d 

J 

麗
す
る
も
の
を
包
括
し
て
、
『
三
健
市
場
』
ま
た
は
「
北
の
市
場
』
さ
な
し
、
後
の
二
倉
庫
に
属
す
る
ち
の
を
包
括
し

て
、
『
七
俊
市
場
』
ま
た
は
『
南
の
市
場
』
ざ
い
ふ
こ
さ
が
出
来
る
。
こ
の
二
つ
の
贋
義
の
市
場
が
、
京
都
市
に
お
け

る
正
米
市
場
を
構
成
す
る
。
こ
の
外
に
な
は
、
倉
庫
の
構
内
じ
庖
舗
を
有
せ
や
し
て
、
附
近
の
市
内
に
散
在
す
る

正
米
商
、
お
よ
び
京
都
取
引
所
の
取
引
員
を
粂
ね
る
正
米
商
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
合
し
て
、
以
上
三
種
の
正
米
商

は
、
現
在
約
凶
十
名
に
近
く
、
そ
の
大
部
分
は
『
京
都
正
米
園
』
な
る
任
意
組
合
を
組
織
し
て
、
京
都
米
穀
商
同

業
組
合
中
の
一
園
を
成
し
て
ゐ
る
o

昭
和
五
年
八
月
末
現
在
の
正
米
闇
員
は
ゴ
一
十
五
名
を
計
へ
る
。

ニ
れ
ら
の
正
米
商
は
、
一
定
の
時
、
一
定
の
場
所
に
集
合
ザ
る
も
の
に
あ
ら
や
、
ま
た
相
互
の
間
に
お
け
る
横

め
似
配
は
刊
原
則
ぜ
し
℃
行
は
わ
い
小
梅
微
つ

τ蹴
'
川
和
川
あ
斌
昧
む
正
米
市
判
明
で
は
な
J
u
o
E
4
A
向
は
各
自
仁
川
勝
一

地
問
屋
お
よ
び
小
貫
商
さ
相
調
取
引
を
な
す
の
で
あ
る
か
ら
、
ぞ
れ
は
わ
ん
Y

讃
然
ご
、
買
買
取
引
の
行
は
る
、
ご

ニ
ろ
を
指
す
所
の
贋
義
の
市
場
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
か
く
の
如
き
は
、
市
場
政
策
論
定
し
て
は
、
勿
論
問
題
で

あ
る
に
相
違
は
な
い
が
、
こ
、
で
は
姑
ら
く
之
を
別
問
題
ざ
す
る
。

一一
玄
米
卸
責
相
場

玄
米
の
卸
貰
相
場
却
も
正
米
相
場
は
、
市
場
の
朕
態
が
か
く
の
如
く
で
あ
る
か
ら
、
巌
密
な
意
味
に
お
け
る
軍

一
市
場
債
格
は
、
こ
れ
ま
允
求
め
ら
れ
な
い
。
た
Y

正
米
商
が
各
自
じ
小
貰
商
さ
相
封
取
引
す
る
債
格
、
ま
た
は

そ
れ
ら
の
集
成
を
卸
貰
相
場
さ
な
し
得
る
に
止
ま
る
。
従
っ
て
卸
責
相
場
は
、
正
米
商
を
異
に
す
る
に
従
っ
て
、

相
違
あ
る
を
免
れ
な
い
。
い
ま
正
米
商
A

B
ニ
居
仁
つ
い
て
、
最
近
一
ヶ
月
聞
の
相
場
を
示
せ
ば
、
次
の
如
く
互

説

51!'; 

米
の
卸
貰
相
場
と
小
資
相
場
と
の
関
係

第
三
十
一
巻

ムハ八

第
五
披

六
七



説

手E

米
白
卸
費
相
場
と
小
資
相
場
?
と
D
関
係

第
三
十
一
巻

六
八
四

第
五
波

六ヘ

に
相
違
す
る
の
を
愛
見
す
る
。

第

較1)

(
玄
米
一
石
、
固
皐
位
、
昭
和
五
年
七
月
中
)
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さ
き
に
白
米
小
貫
相
場
が
、

相
違
あ
る
こ
さ
を
指
摘
し
た
が
U

そ
れ

市
内
の
小
責
庖
そ
異
に
す
る
に
従
っ
て
、

は
そ
の
場
合
に
も
通
ぺ
た
る
却
〈
、
等
し
く
内
地
一
等
白
米
ご
い
ふ
も
、

小
責
商
に
よ
っ
て
各
々
"
だ
の
内
霧
を
異

京都府穀物検査所m調査による。
拙稿『京都市における米白小資相場にづいて.1l(ね清野論叢xxxr，3. P・90-9'・)

1) 
2) 



に
す
る
か
ら
、
小
貰
相
場
の
山
相
違
は
殿
密
に
之
を
論
じ
得
な
い
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
い
ま
正
米
相
場
の
場

合
は
之
さ
異
り
銘
柄
お
よ
び
等
級
は
同
一
で
あ
る
。
従
っ
て
相
場
の
相
違
は
、
文
字
通
り
の
相
違
で
あ
り
、
或
る

居
は
高
く
、
他
の
居
は
去
き
こ
ご
を
示
す
も
の
で
ゐ
る
。
た
Y
併
し
こ
の
場
合
に
も
、
ぞ
れ
は
必
や
し
も
、
或
ろ

底
が
高
利
を
む
き
ぼ
り
、
他
の
庖
は
低
利
に
甘
ん
や
る
こ
さ
な
意
味
し
な
い
。
何
さ
な
れ
ば
、
正
米
仕
入
の
時
期

お
よ
び
方
法
の
相
違
は
正
米
両
の
仕
入
原
債
を
し
て
、
各
々
相
法
あ
ら
し
h
u

る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
正
米
商
の

在
経
跨
的
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
か
、
る
相
場
の
相
違
は
、
理
由
ゐ
る
こ
さ
、
も
考
へ
ら
る
、
が
、
併
し
市
民
の
公

鰹
掛
か
ら
見
て
、
ぞ
れ
が
合
理
的
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
勿
論
問
題
で
あ
る
。

有
力
な
ゐ
小
斑
瑚
ド
し
て
、
別
公
仕
入
ル
μ

む
し
う
る
色
め
は
、
自
ら
正
米
商
伝
隠
訪
し
て
現
物
f
し
慣
格
ご
や
引

合
せ
、
最
も
有
刺
な
仕
入
を
な
し
う
る
筈
で
あ
る
。
け
れ
ざ
も
此
の
如
き
小
寅
商
は
今
日
極
め
て
稀
で
あ
り
、
大

多
数
の
も
の
は
前
遁
の
正
米
市
場
に
出
入
し
な
い
。
反
封
に
正
米
商
か
ら
庖
員
ぞ
涙
し
て
、
小
貰
商
を
歴
訪
せ
し

め
、
を
の
註
文
を
さ
り
集
め
る
の
が
最
も
普
通
に
行
は
る
、
方
法
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
小
貫
商
は
.
多
数
の
註

文
取
り
を
自
由
に
迎
へ
て
、
そ
の
間
に
完
全
な
競
守
を
行
は
し
め
る
な
ら
ば
、
円
公
正
な
る
玄
米
仕
入
を
な
し
う
る

筈
で
あ
る
が
、
多
く
の
小
貰
商
に
お
け
る
が
如
く
、
掛
買
仕
入
を
な
す
場
合
に
は
、
必
然
に
正
米
商
ど
の
聞
に
得

意
関
係
を
生
じ
て
、
慣
習
取
引
に
堕
す
る
こ
さ
が
少
く
な
い
。
た
Y
正
米
相
場
の
費
動
は
靖
繁
に
し
て
日
々
に
費

、、

表
さ
れ
、
且
つ
期
米
相
場
の
麗
勤
さ
も
よ
り
深
き
閥
聯
を
有
す
る
か
ら
、
何
れ
の
小
買
商
ざ
い
へ
ど
も
、
消
費
者

は
ざ
に
は
無
関
心
で
ゐ
b
え
な
い
。
或
程
度
の
競
争
は
亙
米
商
の
聞
に
行
は
れ
、
従
っ
て
相
場
の
相
違
も
或
程
度

に
限
定
さ
る
、
こ
芝
、
前
表
に
よ
っ
て
知
ら
る
也
、
ご
こ
ろ
で
あ
る
。

説

苑

米
自
卸
寅
相
場
と
小
宮
且
相
場
と
白
関
係

第
三
十
一
巻

六
八
五

第
五
競

ム
ハ
丸



説

苑

六
八
六

第
五
時
抗

七

O 

米

の

卸

費

柑

場

と

小

資

相

場

と

の

関

係

第

三

十

一

巻

正
米
相
場
は
、
↓
産
地
出
廻
の
坑
況
、
コ
営
地
需
要
の
版
況
、
ヨ
期
米
相
場
の
麗
動
を
掛
酌
し
、
正
米
仕
入
原

，J
¥

チ

ヤ

ク

ノ

リ

慣
じ
も
さ
、
つ
い
て
、
正
米
商
各
自
に
決
定
す
る
さ
こ
ん
で
あ
る
。
仕
入
に
は
『
着
で
買
ふ
』
場
合
ご
、
『
乗
で
買
ふ
』

場
合
ご
あ
り
、
最
近
で
は
殆
ん
ざ
大
部
分
は
、
『
着
で
買
ふ
』
こ
芝
、
な
っ
た
さ
い
ふ
。
職
前
ま
で
は
大
惜
に
お
い

て
、
正
米
両
よ
り
産
地
に
買
出
し
に
ゆ
く
傾
向
強
く
.
従
っ
て
『
乗
で
買
ふ
』
こ
芝
、
な
っ
た
が
、
職
後
こ
さ

に
最
廷
に
は
、
産
地
よ

i
r
b
ぃ
U
い
わ
傾
向
強
〈
、
従
っ
て
『
着
で
買
ふ
』
こ
さ
が
多
く
な
る
。
こ
の
場
合
じ

は
.
謹
賃
一
そ
の
他
の
諮
問
問
り
は
ず
ぺ
亡
湿
地
時
ち
之
は
り
、
匹
米
商
は
着
隣
席
慣
に
水
上
げ
料
(
一
懐
五
銭
)
さ

口
銭
郎
も
正
米
商
の
利
潤
は
、
時
に
よ
り
物
に
よ
っ
て
相
蓮
あ
る
は
勿
論
で
あ
る
が
も
大
瞳
仁

お
い
て
一
%
内
外
を
標
準
ど
す
る
も
の
、
様
で
あ
る
、
こ
の
債
格
を
基
準
ご
し
前
記
の
三
保
件
を
樹
酌
し
て
、
そ

の
相
場
を
決
定
し
盛
夏
す
る
。

相
場
の
麗
動
甚
だ
し
き
時
は
.

日
銭
を
加
へ
る
。

一
日
中
さ
雄
、
り
正
米
相
場
は
一
屡
々
量
動
す
る
。
例
へ
ば
午
前
八
時
字
、
取
引
所

の
寄
付
相
場
を
見
允
る
後
、
第
一
回
の
相
場
を
決
定
し
て
、
註
文
取
り
を
訳
出
し
、
牛
後
一
時
宇
の
後
場
の
寄
付

を
見
て
第
二
回
の
相
場
を
決
定
し
、
午
後
三
時
の
止
相
場
を
見
て
第
三
回
の
決
定
を
す
る
。
こ
の
間
三
い
へ
ざ
も

事
情
に
激
麗
め
る
さ
き
は
随
時
に
盛
夏
さ
れ
る
。
か
く
し
て
時
々
刻
々
に
麗
動
し
っ
、
わ
る
の
み
な
ら
や
、
相
調

責
買
の
性
質
上
、
多
少
の
掛
引
が
そ
の
聞
に
行
は
れ
る
か
ら
、
相
手
方
の
異
な
る
に
従
-
っ
て
、
ま
た
多
少
の
相
違

ゐ
る
を
保
し
難
い
。
従
っ
て
最
密
な
意
味
の
正
米
相
場
は
、
今
日
の

J

ど
こ
ろ
之
を
知
h
，
難
い
賊
態
に
あ
る
。
こ
、

で
は
比
較
的
に
現
質
に
近
い
信
頼
し
う
る
資
料
に
よ
る
の
外
な
い
。

註

京
都
市
の
正
米
相
場
と
し
て
利
用
し
う
る
資
料
は
ニ
ヲ
あ
る
。
一
は
京
都
商
工
舎
議
所
に
よ
る
調
査
、
ニ
は
京
都
府
部
刷
物
検
査
所
に
お
け



る
調
歪
で
あ
る
。
前
者
は
附
属
倉
庫
内
の
一
正
米
商
和
よ
ぴ
米
穀
商
同
業
組
合
よ
り
日
々
の
正
米
相
場
を
ま
正
め
で
報
告
せ
し
め
、
各
別
D
月
平

均
を
二
者
平
均
せ
る
も
の
で
あ
る
。
最
近
に
は
銘
柄
を
増
し
で
、
山
城
赤
三
等
、
丹
波
赤
一
一
一
等
、
丹
後
赤
=
一
等
、
雨
備
赤
三
級
を
も
加
へ
、

ζ

れ

ら
を
上
中
下
の
三
級
に
分
ち
て
平
均
し
、
『
京
都
鰹
糠
時
報
』
(
一
-
京
都
の
費
業
』
攻
稀
)
に
後
表
さ
れ
U
J
L

あ
る
が
、
比
較
的
介
時
間
性
を
宥
ナ
る
資

料

c
し
て
こ
、
に
利
用
し
え
た
の
は
、
近
江
蒲
生
青
三
等
の
一
銘
柄
よ
り
な
い
1

0

京
都
府
殻
物
検
査
所
の
調
査
は
、
同
じ
〈
附
属
倉
庫
白
一
底
と
京
都
倉
庫
由
一
盾
と
よ
り
、
日
々
の
相
場
を
徴
し
、
各
別
の
月
平
均
を
ニ
者
平

均
せ
る
も
の
で
あ
る
o

山
城
米
、
丹
波
米
、
丹
後
米
白
各
赤
三
等
を
と
っ
で
ゐ
る
が
、
こ
L
A

で
は
山
城
米
赤
=
一
等
を
利
用
し
た
。

-一一-一
や
且
合
吋

F4H
ザ
申
寸

の

問

題

、‘P
ノ

ト
卸
寅
相
場
さ
小
貰
相
場
さ
の
値
輸
は
、
小
貰
利
得
営
形
成
す
る
ち
の
で
あ
り
、
常
に
存
在
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
o

J

れ
な
ヨ
附
は
陥
小
賀
高
J
M
h
v
A
に
小
首
利
潤
佐
川
刊
f
町一れ

h

さ
る
m
U

み
む
ら
や
川
相
々
の
小
間
続
強
な
償
L
e
」
「
立
総

ま
た
少
く
ご
も
玉

μ
以
上
に
及
ぶ
揚
べ
り
を
損
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
U

貰
際
に
お
い
て
、

は
や
、

雨
者
の
値
鞘
が
・
』
の

五
%
を
割
る
が
如
き
は
、

極
め
て
稀
な
る
一
時
的
例
外
で
あ
る
。

い
ま
大
正
十
年
以
来
の
毎
月
央
に
お
け
る
山
城

赤
三
等
さ
の
値
鞘
を
見
る
に
、

五
叫
げ
を
割
っ
て
ゐ
る
の
は
、

会
設
小
責
相
場
に
お
い
て
九
回
、

市
内
小
貰
相
場
に

お
い
て
四
国
じ
す
ぎ
な
い
。
こ
の
場
合
ざ
い
へ
ど
も
、
そ
の
銘
柄
等
萩
を
お
さ
し
、
ま
た
は
混
米
を
な
す
こ
ぎ
に

よ
っ
て
、
こ
の
値
鞘
を
事
貫
上
に
高
め
う
る
こ
さ
は
、
考
へ
ら
れ
る
。

け
れ
ど
も
ニ
の
商
品
の
買
質
低
下
も
・
一
定
の
程
度
以
上
に
な
し
う
る
も
の
で
な
い
。
そ
こ
で
卸
責
相
場
の
騰

賞
し
た
、
め
利
鞘
が
ニ
え
の
耗
度
以
下
に
下
る
時
は
、
小
買
債
格
を
引
上
げ
て
、
小
買
の
利
鞘
を
増
さ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
ま
た
卸
責
相
場
の
下
落
し
た
、
め
に
、
値
鞘
が
一
定
の
程
度
以
上
に
上
る
時
は
、
小
責
相
場
を
引
下
げ
て
、

利
鞘
の
縮
少
を
計
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
ら
ば
こ
の
小
貰
の
利
鞘
は
、

い
か
な
る
限
度
に
達
し
た
さ
き
、
小
頁
相
場

設

苑

米
自
卸
資
相
場
と
小
資
相
場
と
の
関
係

第
三
十
一
容

六
八
七

第
五
披

七
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設

~ß 

米
の
卸
資
相
場
企
小
資
相
場
と
の
関
係

第
三
十
一
巻

六
八
八

第
五
披

七

換
言
せ
ば
値
鞘
の
最
大
限
度
お
よ
び
最
小
限
度
は
、

に
あ
る
か
、
之
宮
見
る
た
め
仁
、
小
寅
相
場
の
引
上
げ
お
よ
び
引
下
げ
の
行
は
れ
た
直
前
、
直
後
の
値
鞘
を
ば
、

の
躍
動
に
よ
っ
て
訂
正
さ
れ
る
も
の
で
あ
ら
う
か
9

第

表

i直

会
設
小
頁
相
場
ご
滞
生
青
三
相
場
に
つ
い
て
算
出
す
れ
ば
衣
の
'
瑚
く
な
る
。

向
昭
和
三
年
三
月
五
昭
和
五
年
六
月

ノト

資

相

場
~ー』ー~一一ー"'
iJ I ;， I1 

上.1:.

げ げ

直 ili

前絞

{

引

下

げ

直

後

小

貫

相

場

{

「

引

下

げ

直

前

鞘‘

Zコ

~! 

度

(
蒲
生
青
三
等
正
米
相
場
に
封
す
る
公
設
市
場
一
等
白
米
の
値
鞘
)

7.5ー甘 814.6-12.2 

資4.7-:s.H 長5.3--4.2 

相2.1-2..B 持5.1-3.6 

場3.D-o.n 耕3.9-1.8 

喜善味14.1-1H.~~12.8-10.4 

動8.4-10也1i.5-15.8 

前

後

の13.6-11.3 

1ilJ: 6.D-IO 日15.5-13.1 

車官

ど
こ

平
均

13.4-10.9 1 8.0-10.0 
ペ15.2-12.6)1味。.i-7.5)

3.5ー『 ο品 l

16.3-13.8 I 卦l0 .4-l::~.8

15.1-12.7 

持12.3-14.;' 

持10.D-IB.2i 

持 10.3-1::~.P 

(
%
)
 

8.5--11.0 13.日-12.3

]5.9-7.2 I 
15.5-13.2 

*
例
外
と
認
む
べ
き
場
合
、
即
ち
右
欄
に
お
い
て
は
、
値
輸
が
ナ
で
に
高
率
な
る
に
命
ほ
引
よ
げ
、
左
欄
に
お
い
て
は
よ
値
鞘
が
ナ
で
に
極
め
て

低
率
な
る
に
、
宵
ほ
引
下
げ
た
る
場
合
で
あ
る
。
前
者
は
何
れ
も
六
月
乃
至
八
月
の
端
埼
期
に
お
と
り
、
後
者
は
何
れ
も
十
二
月
の
出
廻
期
に

お
己
る
興
味
あ
る
現
象
で
あ
る
。
括
砿
内
白
平
均
は
、
と
れ
ら
を
均
除
せ
る
も
の
で
あ
る
。

16.7-14.1 

15.8-J3.2 

14.1-11.0 

15.0-14.8 

之
に
よ
り
て
見
る
時
は
、
小
貫
相
場
が
引
下
げ
ら
れ
る
の
は
、
値
鞘
が
最
高
一
七
、
五
叫
戸
、
卒
均
一
三
、
四

μ
、

、
、
、
.

(
例
外
を
控
除
せ
ば
一
玉
、
二
M
m
)

に
蓮
し
た
場
合
で
ゐ
り
、
之
を
小
買
利
鞘
の
最
大
限
度
ご
見
る
こ
ぎ
が
出
来
る
。

反
封
に
小
買
相
場
が
引
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
最
低
二
、
一
折
、
平
均
八
、

o
μ
(例
外
を
除
け
ば
五
、
七
M
W
)

じ
値
鞘

の
減
退
せ
る
場
合
で
あ
り
、
こ
れ
を
利
鞘
の
最
小
限
度
三
見
倣
す
こ
さ
が
出
来
る
。
何
れ
の
場
合
で
も
、
小
買
相



場
の
引
上
げ
ま
た
は
引
下
げ
に
よ
っ
て
、
そ
の
目
的
を
達
し
、
値
鞘
は
二

μ
乃
至
三

μ
の
増
減
を
来
た
し
て
ゐ
る
。

、.、.

た
Y
唯
一
の
例
外
ざ
し
て
、
小
買
を
引
上
げ
た
る
に
拘
ら
や
値
鞘
の
却
っ
て
減
少
し
た
の
は
、
同
時
に
よ
り
以
上

の
卸
買
の
騰
貴
を
見
た
か
ら
で
あ
る
。

、.
E

ノに
値
鞘
は
こ
の
十
年
間
の
一
般
的
趨
勢
芯
し
て
、
い
か
な
る
傾
向
を
ご
っ
て
ゐ
る
か
、
後
に
掲
ぐ
る
第
二
闘

表
に
よ
っ
て
、
之
を
看
取
す
る
こ
さ
も
出
来
る
が
、
い
ま
毎
月
央
値
鞘
の
年
平
均
ぞ
表
示
せ
ば
、
左
の
如
〈
な
る
。

(
卸
貰
相
場
は
山
城
亦
三
等
、
小
貰
相
場
は
何
れ
も
一
等
白
米
)

第

表

一
た
巴
一
大
正
一
大
正
一
大
正
一
ド
パ
正
一
ド
ヘ
五
一
昭
和
一
時
利
一
問
利
一
明
間
…
算
術

-
N
川
市
中
一
野
牝

一
十
竺
十
一
主
十
五
十
一
』
一
旦
十
四
与
一
寸
五
年
一
一
一
年
二
一
一
与
一
一
年
↑

lF
佳
子
同
市
直
係
ー
政

コ一一一」ム引「
L

U

Z

E
引
む
司
LU--
一口三一一四九一

一
一
一
三
一
一
三
一
一
一
一
、
z
一

二

三

一

一

三

一

一

己

、

i

一
元
一
二
口
一
£
一
一
一
口
、
四
一
一
一
回
、
=
一
目
、
豆
一

卸
費
柑
場
を
一

O
O
と
寸
る
小
賀
相
場

「一一一一「…寸
市公
内設
小 4、
資資
相相
場場

一口占、一一一

呈
園、詣一一

Z旬、

之
に
よ
れ
ば
公
設
小
貰
相
場
に
お
い
て
は
極
め
て
微
弱
な
る
漸
落
傾
向
を
、
市
内
小
貰
相
場
に
お
い
て
は
や
、

著
し
い
漸
落
傾
向
を
認
め
ら
れ
る
。
た
Y
後
者
は
主
ご
し
て
昭
和
二
年
以
後
の
低
下
仁
よ
る
も
の
で
あ
り
、
ぞ
れ

は
む
し
ろ
小
貢
一
等
白
米
の
銘
柄
貫
質
の
低
下
に
師
せ
ら
る
ぺ
き
こ
さ
は
、
標
準
小
貰
相
場
ど
の
比
暁
に
よ
っ
て

知
与
え
ら
る
、
所
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
値
鞘
の
低
下
は
必
や
し
も
そ
れ
だ
け
の
賓
質
的
低
下
を
意
味
す
る
も
の
で

な
い
。
ぞ
れ
故
に
、
一
般
に
小
賓
の
利
鞘
は
、
こ
の
十
年
間
じ
何
等
著
し
い
趨
勢
盤
動
を
示
し
て
ゐ
な
い
。
上
昇

傾
向
は
全
〈
認
め
ら
れ
や
、
下
降
傾
向
色
比
鞍
的
に
軽
微
で
あ
る
ご
い
ふ
こ
ご
が
出
来
る
。

設

苑

米
の
卸
資
相
場
と
小
資
相
場
と
の
関
係

第
三
十
一
巻

第
五
就

六
八
九

七

前橋拙稿参照 f経濁論叢前掲披 p.106-....) 2) 



説

米
の
卸
責
相
場
と
小
貫
相
場
と
の
関
係

第
三
十
一
日
谷

六
九
O

第
五
拡

苑

f二
四

一一一

認
め
ら
れ
る
ο

第
一
に
、
会
設
小
責
相
場
の
利
鞘
が
市
内
小
頁
相
場
の
そ
れ
よ
り
も
一
般
に
低
い
の
は
、
後
者
一
h
y

殆
ん
J
f

」
常
じ
前
者
よ
ち
も
高
値
に
あ
る
事
買
さ
照
臆
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
公
設
小
貰
利
鞘
の
麗
動
少
さ

に
反
し
、
市
内
小
貢
利
輔
の
麗
動
性
に
富
ひ
ニ
ザ
」
は
、
前
表
の
標
準
偏
侍
な
よ
ぴ
盤
化
係
敷
セ
封
照
し
て
、
明
ら

小
買
の
種
類
を
異
に
す
る
に
従
っ
て
、
そ
の
利
鞘
の
拭
態
に
相
違
あ
る
こ
ご
は
、
同
じ
〈
前
表
に
よ
っ
て

か
に
認
め
ら
れ
る
。

四
米
慣
の
備
鍵
盤
動
に
従
っ
て
、
小
買
の
利
鞘
は
加
刊
に
遊
説
す
る
か
?
い
ま
昭
和
四
年
の
卸
買
相
場
(
山

城
赤
三
等
)
伝
一

O
O
ざ
す
る
指
数
を
作
与
、
卸
寅
相
場
を
一

C
C
ざ
す
る
小
責
相
場
め
同
じ
指
数
ピ
掛
川
取
す
る

時
は
、
択
の
如
き
計
数
を
得
る
。

第

表

卸
賓
米
債
指
数
と
小
賓
刺
鞘
指
数
と
の
比
較

阿

米

一2一
吠
一
位
一
吋
一
一
位
一
吋
一
二
位
一

r
E
F
雪鞠

E目、

三昭
Cコ Cコヌ~

て そそ|年和
一主~ー圭ト一一

四昭

年和

前五日百

半年和

平算

均術

偏標

倍準

係重量

数化

ヒコ
ヨ玉、
三丘

問、
区ヨ

一一也、回

2
4
 

償

指

数

一山目、入

D 

Cつ、
[ 

一-<:>ー
・ー・=ュ、 、
塁三-=D 

，.. 
、

正玉

一二占、口

、
公
設

利
鞘
指
数
』

{
市
内

一口口、七

一、
E

一色司、占

九点、凡

九九、九

ピコ
Cコ

一[}口、白

Cコ

一、

ai;. 

一男、

一[一一号入

一一回、

一司品、

ロ
八
、
五

白
山
田
、
弓

一一一、九

圏
、

E

に二、
Cコ、
Cコ

d
z
、七一

是
に
由
れ
ば
標
準
備
椅
ご
題
化
係
敷
に
お
い
て
、
米
憤
指
数
さ
利
鞘
指
敷
さ
は
、
著
し
い
封
照
を
な
し
て
ゐ
る
。

即
ち
米
債
の
年
々
の
麓
動
は
大
な
る
に
拘
ら
守
、
利
鞘
の
年
々
の
麗
動
は
比
較
的
じ
小
さ
い
。
こ
の
こ
ご
は
卸
も

年
々
の
大
盤
動
に
お
い
て
は
、
小
責
相
場
も
ま
た
卸
責
相
場
に
ほ
Y
接
近
し
て
麗
勤
し
、
そ
の
閣
の
値
鞘
を
し
て

い

孟

前掲拙稿参照(窪源論議前掲ID1tP. 106ー)3) 



大
差
な
か
ら
し
む
る
こ
さ
を
謹
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
後
に
運
動
の
様
践
に
つ
い
て
論
や
る
さ
こ
ろ
さ
照
臆
す
る

も
の
で
あ
る
O

B
年
々
に
繰
り
返
さ
れ
る
米
債
の
季
節
瑳
動
に
お
い
て
、
値
鞘
は
如
何
に
撞
動
す
る
か
p
後
に
掲
ぐ
る
第
一

第
二
国
表
に
よ
っ
て
見
ら
る
、
如
く
、
こ
、
で
は
特
に
興
味
あ
る
事
買
を
後
見
す
る
。
米
債
上
れ
ば
値
鞘
は
減
じ

米
慣
下
れ
ば
値
鞘
は
増
大
し
て
、

雨
者
は
ほ
、
ヨ
遣
の
相
閥
々
係
佐
一
不
す
。

甲
』
れ
は
究
に
通
ぶ
る
所
の
卸
小
責
雨
相

場
の
擾
動
の
様
態
に
お
げ
る
相
遠
か
ら
〈
る
結
果
で
わ
っ
て
.
第
一
じ
卸
貰
相
場
の
麓
勤
ゐ
4
0

毎
に
小
貰
相
場
の

盛
動
す
る
が
如
き
は
殆
ん
ど
な
い
か
ら
、
卸
責
相
場
が
上
れ
ば
、
ぞ
れ
口
り
値
鞘
は
縮
少
さ
れ
、
下
れ
ば
そ
れ

r

rh且
上
月
Z

恒
可
亡

E
L
F
-

九
円

1

〉

F
島

町

)
r
b
o

kλ
制
川
ム
刀
弘
斗
，
J

一

f
r
t
I
Z
L
一

J
d
i

筋
二
い
小
立
相
場
の
共
に
漣
珊
サ
P
O

場
合

1
b、
ぞ
の
程
皮
♂
叩
時
期
に
h
心

い
て
常
に
卸
責
相
場
に
及
ば
な
い
か
ら
、

そ
れ
に
け
の
範
固
で
は
、

依
然
ざ
し
て
迭
の
関
係
が
現
は
れ
て
来
る
。

第
一
圃
表
に
お
い
て
利
鞘
歩
合
さ
卸
貰
相
場
さ
は
.
こ
さ
に
著
し
く
調
帯
的
に
動
い
て
ゐ
る
の
を
看
取
で
当
-
る
。

四

愛

勤

の

キ葉

台邑

米

ω卸
貰
相
場
三
小
責
相
場
さ
の
護
動
様
態
を
比
鞭
す
る
さ
き
は
、
多
く
の
興
味
あ
る
事
買
を
義
見
す
る
。

、
寸
盤
動
の
時
間
的
頻
度
に
お
い
て
、
雨
者
は
甚
だ
し
く
異
る
o

卸
責
相
場
は
前
通
の
如
く
、
一
日
三
固
ま
化

は
そ
れ
以
上
の
盤
動
を
な
す
こ
さ
も
少
く
な
い
。
こ
、
に
利
用
し
う
る
費
料
は
、
毎
日
央
の
卸
責
相
場
を
示
す
に

過
ぎ
や
、
従
っ
て
そ
れ
は
最
少
の
盛
勤
を
示
す
も
の
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
れ
さ
小
責
相
場
の
麓
動
を
封
比
し
た
va

け
で
も
、
著
し
い
相
違
を
示
し
て
ゐ
る
。
こ
の
ζ

さ
は
後
に
掲
ヤ
る
第
一
間
表
に
よ
っ
て
、
最
も
明
ら
か
に
看
取

説

手E

米
白
卸
費
相
場
と
小
資
相
場
主
白
関
係

第
三
十
一
巻

ノ、

7L 

第
五
務

七
五



説

苑

米
の
卸
責
相
場
と
小
貰
相
場
と
の
関
係

第
三
+
一
巻

ノ、

:Jt. 

第
五
抗

七
六

い
ま
昭
和
四
年
中
に
お
け
る
盤
動
の
回
数
を
見
る
に
、
小
貫
相
場
の
十
三
由
に
封
し
、
卸
貰
相
場
は

買
に
八
十
六
回
の
多
き
に
達
し
て
ゐ
る
。
従
っ
て
同
一
相
場
の
持
績
日
数
は
、
卸
貰
相
場
に
お
い
て
遥
か
じ
短
い
。

さ
れ
る
が
、

左
に
そ
の
版
態
を
表
示
す
る
。

第

五

同
一
相
場
の
持
機
日
数
回
比
較

[製 1I / 

13!|/ 
i *'-iil !葉

l合政 !/J/E
I --I表

一三 ::J_E~二三 E 

王L

小
賓
相
場

----ー一、
歩回

数合

モ !そ I ET 
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-- . .ょ-17
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一一「回目

!吾 ド十
一....Q..._.，:詰:........l..-ーー

一白一〕、白

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、

ニ
の
事
責
は
却
も
第
一
の
意
味
に
お
け
る
小
責
相
場
の
支
定
性
さ
、
卸
貰
相
場
の
韓
動
性
J

佐
賀
謹
す
る
も
の
で

あ
る
。二

一
回
の
鑓
動
の
大
き
を
比
較
す
る
に
、
小
買
に
お
い
て
は
、
多
く
の
場
合
に
、
麺
動
の
車
位
は
一
苛
じ
っ

き
王
座
こ
石
に
つ
き
約
七
十
銭
)
で
あ
る
。
然
ら
ざ
る
場
合
に
は
、
こ
の
二
倍
程
度
の
上
下
ぞ
す
る
ニ
さ
も
稀
に

あ
る
。
之
に
反
し
て
卸
買
相
場
に
あ
っ
て
は
、
盤
動
の
車
位
は
一
石
に
つ
き
十
銭
(
一
研
じ
っ
き
約

O
、
七
一
一
埋
)

で
あ
り
二
時
に
敷
軍
位
の
動
き
を
な
す
こ
さ
も
あ
る
が
二
般
的
じ
は
一
石
十
銭
づ
、
の
動
き
を
最
多
ぎ
す
る
。

=
一
以
上
二
つ
の
事
貰
を
抱
一
括
し
て
失
の
如
く
一
吉
田
ふ
こ
さ
が
で
き
る
。
卸
貢
相
場
は
多
数
の
小
鹿
動
を
帽
繁
に



操
り
返
す
に
反
し
、

‘
.
、
、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、
‘
.

小
買
相
場
は
少
数
の
大
盤
動
を
時
々
に
繰
、
り
返
す
も
の
で
あ
る
。
更
に
詳
し
く
言
へ
ば
、
頑

一
定
の
方
向
ド
そ
の
盤
動
を
つ
Y
げ
て
も
、
ぞ
れ
が
一

pvphrυ
め
は
わ
-
ハ
v
n
u
中

繁
な
卸
貰
相
場
の
小
農
勤
が
、

に
自
ら
そ
の
方
向
を
訂
正
す
る
限
り
は
、
小
貫
相
場
の
盤
動
を
惹
き
お
こ
さ
守
、

げ
い
小
頁
相
場
の
安
定
住
吉
卸
買
相
場
の
麗
動
性
が
生
や
る
。
然
る
に
卸
貰
相
場
の
撞
勤
一
炉
、

て、

同

ヰ日
場

一一、 'e 
定、持
の、槙
程、す
度、る
を、
超、こ
え、、

動
を
惹
き
お
こ
す
こ
芝
、
首
な
る
。
そ
こ
で
問
題
は
、

一
定
の
方
向
に
盤
動
を
つ
Y

く
る
時
は
、
小
貰
相
場
は
還
に
之
に
追
随
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
、
ぞ
の
盟
理

、
、
、
、
、
、
、

い
か
な
る
程
度
に
卸
貰
相
場
の
盛
動
す
る
場
合
、

、
、
、
‘
.
‘
.
、
、
、
、
、
、
、

い
か
な
る
程
度
に
止
ま
る
間
は
、

小
貰
相
場

は
之
に
追
随
せ
ぬ
ば
な
ら
ぬ
か
、
卸
貰
相
場
の
麗
動
が
、

小
買
相
場
は
ぞ
の
接

動
を
必
要
三
し
な
い
か
、

そ
の
桂
皮
如
何
の
問
題
で
あ
る
。

こ
印
式
一
倍
訂
ず
る
こ
，
了
つ
官
時
つ
良
芝
う
司
宮
:
占

d
i
、H
J

t

イ
l
A
d
1
f
h
v
p
p
L
U
仁

L
E
A
p
k
b
E

す
る
。
即
も
卸
責
相
場
の
騰
貴
し
た
、
め
に
、

小
貰
の
利
輸
が
或
る
程
度
以
上
じ
縮
少
さ
る
、
時
は
、

小
買
は
そ

の
債
格
を
引
上
げ
て
利
鞘
を
回
復
せ
ね
ば
な
ら
歩
、
ま
た
卸
責
相
場
の
下
落
し
た
k

め
に
、

利
鞘
が
或
る
程
度
以

上
に
増
大
す
る
時
は
、
小
責
相
場
を
引
下
げ
て
利
鞘
を
縮
少
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。

小
責
利
鞘
が
い
か
な

る
最
大
限
度
に
お
い
て
引
下
げ
ら
れ
、

い
か
な
る
最
小
限
度
に
お
い
て
引
上
げ
ら
れ
る
か
は
、
院
に
賓
謹
し
え
た

所
で
ゐ
る
。

こ
れ
ら
の
閥
係
は
、
第
一
国
表
を
よ
む
こ
さ
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
に
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

五

三

愛

勤

の

異

同

ト
季
節
盤
動
米
債
の
季
節
盤
動
ぞ
の
も
の
、
研
究
は
、
他
の
機
舎
に
ゆ
づ
る
こ
さ
、
し
、
こ
、
で
は
た
Y
年

々
に
繰
返
さ
る
、
盤
勤
の
様
態
が
、
卸
買
す
」
小
買
に
お
い
て
如
何
に
相
違
す
る
か
を
見
ん
ぎ
す
る
も
の
で
あ
る
。

説

苑

米
白
卸
資
相
場
と
小
資
相
場
と
の
関
係

第
三
十
一
巻

ノ、

九

第
五
披

七
七



設

宛

米
自
卸
貰
相
場
と
小
賓
相
場
と
の
関
係

第
三
十
一
巻

六
九
四

第
五
競

七
八

第
一
岡
表

卸
資
相
場
、
小
吏
相
場
お
よ
び
値
鞘
の
費
動
そ
の
一

一
升
銭
単
位
)

(
昭
和
四
年
一
月
以
後
の
』
母
国
型
動
・

合
唱

泊。

g 
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卸賓相場山城赤三等は、前記の京都府穀物検査所の調査による附属倉庫内A応
(第一表Jの相場であり、商工曾議所白調査と一任:ナる。務生育三等は、商工曾
議所白調査による同一底白相場である。
昭和四年十二月よ P新米相場、五年四月十五日上り従来開業組合検査なりし蒲
生青三等は、滋賀県草勝管検査に移吉れ、品位低下ーのため一石ー困方低落した。

値鞘歩合とは 100xゴ1望生出品c..-100である。
卸寅相場

。



そ
の
た
め
に
先
づ
、
卸
責
相
場
、
会
設
小
貫
相
場
、
市
内
小
責
相
場
の
各
々
に
、
十
二
ヶ
月
の
移
動
卒
均
を
施
し
て

季
節
撞
勤
を
除
去
し
た
る
循
環
費
動
値
(
趨
勢
整
勤
値
を
合
む
)
を
求
め
、
こ
れ
さ
現
貫
教
さ
の
偏
侍
を
比
鞭
す

る
こ
ご
、
し
た
。
こ
の
計
算
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
各
々
の
標
準
偏
侍
は
・
択
の
如
く
で
あ
る
。

笹
岡
皿
金
偏
叩

砂
川
岬

ι，
岡
崎
話
続

ユ叫
3
4
4
岡
崎
主
務

四

国

(
}
A
F

H

U
坦

]
{
司
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¥o 
o¥ 
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D
〉

h
q
q
q
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吋
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一
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吋
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昭
和
四
年
中
を
さ
っ
て
計
算
す
れ
ば
、
よ

h
著
し
き
封
照
を
示
し
て
ゐ
る
。
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こ
の
こ
ご
は
郎
ち
年
内
の
費
動
に
お
い
て
、
小
賓
相
場
の
標
準
的
振
幅
は
、
卸
責
相
場
の
毛
れ
よ
h
も
、
ぃ
4

い

小
な
る
こ
芭
を
一
不
す
コ
詳
言
す
れ
ば
、
小
責
は
卸
買
の
騰
貴
さ
同
じ
程
度
に
上
り
え
や
、
ま
た
そ
の
下
落
ご
同
じ

程
度
に
下
落
し
え

5
る
こ
芝
、
即
ち
め
「
一
か
岳
山
恥
山
が
わ
わ
小
骨
骨
砂
か
か

p
bが
袋
見
さ
れ
る
o

こ
の
事
貫
あ

る
が
故
に
、
前
遁
の
値
鞘
の
相
反
性
が
出
て
〈
る
。
即
ち
小
買
は
年
内
の
費
動
に
お
い
て
、
卸
貰
に
完
全
に
追
随

し
え
ぎ
る
が
故
に
.
そ
れ

rり
の
程
度
に
お
い
て
卸
責
が
上
れ
ば
利
鞘
は
下
。
、
卸
寅
が
下
れ
ば
利
輸
は
上
る
ぜ

い
ふ
逆
の
相
閥
々
係
を
示
す
こ
さ
、
な
る
。
而
し
て
季
節
盤
動
の
山
に
お
い
て
も
、
小
責
相
場
は
勿
論
卸
責
相
場

の
上
位
に
あ
る
ぺ
き
も
の
で
あ
る
が
ら
、
ヨ
』
の
量
動
斌
態
を
典
型
的
じ
示
せ
ば
、
次
の
闘
の
如
く
、
山
に
お
い
て

は
枚
就
し
、
谷
に
お
い
て
は
放
散
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

設

苑

米
の
卸
資
相
場
と
小
資
相
場
と
の
関
係

第
三
十
一
巻

六
九
五

第
五
披

七
九



得
々
の
趨
勢
偵
を
求
め
、
こ

の
趨
勢
値
か
ら
の
移
動
卒
均
値
の
偏
侍
を
比
較
す
る
こ
さ
、
し
た
。
三
者
の
標
準
偏
侍
は
各
々
究
の
如
く
な
る
。

笹
岡
山
主
結

]
F
C
C
-

設

3i1;; 

米
の
卸
責
相
場
と
小
寅
相
場
と
の
関
係

第
三
十
一
巻

ぜ
州
州
同
四
湘

i
¥当

由

砂
降
4
4
剛
苫
寧

日

4
串

2
2
凶

母司
4
4
d
岡
崎
苫
様

品

目

印

]
凶
苧

4

*-

六
九
六

第
五
波

y、
O 

相
場(二)
の循
循環
環盤
麗勤
勤
色f
比
較
す

卸
小
貰
雨

る
た
め
に
、
十
二
ヶ
月
の
移

動
卒
均
値
に
最
小
自
乗
法
に

よ
る
直
線
を
ゐ

τは
め
て
、

是
に
由
れ
ば
、
市
内
小
貰
相
場
だ
け
は
、
著
し
く
大
な
る
標
準
的
振
幅
を
示
し
て
ゐ
る
。
け
れ
ど
も
こ
れ
は
寧
ろ

院
に
遁
べ
た
る
如
く
、
昭
和
二
年
以
後
の
銘
柄
貫
質
の
低
下
に
負
ム
も
の
さ
考
へ
ら
れ
る
。
之
ど
掛
附
す
る
ず
』
き

は
、
公
設
小
買
相
場
に
示
さ
る
、
が
如
〈
、
卸
買
さ
小
買
さ
の
聞
に
は
、
大
な
る
相
違
な
き
も
の
、
様
で
あ
る
。

何
れ
に
せ
よ
循
環
麗
動
に
お
い
て
は
、
小
責
相
場
の
安
定
性
は
、
之
ぞ
明
ら
か
に
認
め
る
こ
ご
は
出
来
な
い
吠
態

に
あ
る
。

己
趨
勢
麗
勤
最
近
十
年
間
の
趨
勢
に
お
い
て
、
卸
責
相
場
さ
小
貰
相
場
さ
の
聞
に
、
何
等
か
の
相
違
を
後
見
し

う
る
か

p
第
二
国
表
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
る
如
く
、
第
一
に
、
こ
の
十
年
間
に
微
弱
な
漸
落
傾
向
を
ぎ
っ
て
ゐ
る

鮎
に
お
い
て
三
者
は
一
致
す
る
。
第
二
仁
、
そ
の
漸
落
率
も
ま
た
三
者
の
聞
に
著
し
い
相
違
を
見
な
い
。
市
内
小



第
二
図
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責
相
場
の
や
、
著
し
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漸
落
傾
向
を
示
し
て
ゐ
る
の
は
、
前
述
の
事
情
を
考
慮
せ
む
ば
な
ら
ぬ
。

程
式
『
H
P
十
芝
山
い
お
げ
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a
お
よ
び
b
の
値
を
比
較
す
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の
加
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で
あ
る
。

手品】

い
ま
直
親
方

密
同
四
+
四
臨
岬

u
o
u
 

停
滞
、
ャ
岬
問
主
締

日記・
H

()quuμ 

器
去
十
減
益
嚇

色
印
刷
J
i
-
-
・
:
:
源
問
』
(
蕗
4
8
)

目
・
・
壮
程
(
泊
唱
一
E
J司
市
附
〉

1
G
G
ι
いい白

l
c
-
C
U
A
H印

."，.... J、

WJ J吋

日罰

1系

*el 

↓
卸
頁
相
場
芝
生
買
相
場
さ
の
聞
に
、
著
し
き
順
の
相
聞
々
係
の
存
す
る
こ
ご
は
、
前
掲
二
つ
の
園
表
仁
よ

っ
て
明
ら
か
に
認
め
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れ
る
。
い
ま
そ
の
相
関
係
敷
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知
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め
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吋
2
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U
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準
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情
じ
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傍
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相
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出
す
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方
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表
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卸
貰
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場
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計
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仁
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右
の
表
は
卸
貰
相
場
(
山
城
赤
三
等
)

順
の
相
関
々
係
の
極
め
て
大
な
る
こ
ぜ
を
示
し
て
ゐ
る
。

さ
公
設
小
買
相
場
マ
」
の
相
闘
々
係
の
計
算
で
あ
り
、

同
様
に
し
て
市
内
小
責
相
場
さ
の
闘

雨
者
の
相
関
係
数

。
・
由
(
〕
品

t主

... 
11 



係
を
計
算
し
が
一
る
結
果
は
、
『
H

②
∞
也
司
を
示
し
て
、
こ
れ
ま
た
大
な
る
順
の
相
関
々
係
を
質
謹
し
て
ゐ
る
。

に
前
後
閥
係
卸
頁
相
場
の
盤
動
ご
小
責
相
場
の
そ
れ
ご
は
、
何
れ
が
先
行
し
、
何
れ
が
後
槙
し
て
動
く
か
、

『
時
の
遅
れ
』
を
算
出
す
る
に
は
、
前
述
の
相
関
係
数
の
算
出
を
、
前
後
に
一
ヶ
月
づ
k

や
ら
し
そ
計
算
す
る
の
方

法
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
こ
の
方
法
は
、
ニ
、
で
は
責
料
の
性
質
上
、
十
分
に
通
営
で
な
い
。
何
さ
な
れ
ば
、
卸
責

日
々
に
選
動
せ
る
相
場
の
月
平
均
で
あ
り
、
小
寅
相
場
の
ぞ
れ
は
月
央
に
お
け
る
現
賓
の
相
場

相
場
の
敷
字
は
、

で
あ
る
。
こ
の
場
合
.
に
前
者
も
ま
た
月
央
相
場
を
表
す
も
の
三
者
倣
し
て
、
前
項
の
如
く
同
月
の
相
関
々
係
を
見

る
こ
さ
は
差
支
な
い
が
、
而
も
前
者
は
少
く
さ
も
一
ヶ
月
に
数
回
、
後
者
は
時
ご
し
て
数
庁
月
仁
一
回
の
鐘
動
あ

f
Q

に
池
宮
や
も
且
つ
一
'
q
J

月
バ
イ
い
ふ
叱
械
的
に
刊
誌
い
期
間
な
山
市
山
川
ご
し
亡
、
前
伐
に
や

J

仏
す
よ
り
外
に
万
叫
が
な

い
か
ら
か
ら
で
あ
る
。

ぞ
れ
故
に
司
」
の
場
合
に
は
、

な
し
乃
第
一
圃
表
の
加
き
盤
動
の
時
期
を
示
せ
る
岡
表
じ
っ

い
て
‘
そ
の
前
後
開
係
を
勤
時
慨
す
る
の
が
、
よ
り
…
通
常
の
方
法
さ
思
は
れ
る
。
い
ま
第
一
固
表
の
示
す
限
ち
に
つ

い
て
言
ふ
時
は
、
卸
貰
相
場
が
先
づ
一
定
の
方
向
に
獲
勤
し
た
る
後
、
小
責
相
場
が
之
に
追
随
す
る
。
更
に
分

も
て
言
へ
ば
、
↑
上
昇
の
場
合
に
は
、
卸
責
相
場
が
一
定
の
期
間
、
一
定
の
程
度
に
上
昇
し
た
ろ
後
、
ま
づ
標
準

小
責
相
場
の
上
回
升
を
見
、
夏
に
お
く
れ
て
会
設
土
質
相
場
の
追
随
さ
な
る
(
コ
下
降
の
場
合
に
も
、
卸
責
相
場
が
一

J
に

定
の
期
間
、
一
定
の
程
度
に
下
降
し
た
る
後
、
ま
つ
公
設
小
責
相
場
の
下
降
さ
な
り
、
最
後
に
標
準
小
頁
相
場
の

下
落
さ
な
る
ぱ
回
小
頁
相
場
の
追
随
は
、
下
降
の
場
合
よ
り
も
、
上
昇
の
場
合
に
お
い
て
ド
ド
速
か
で
あ
る
。

た
Y
試
み
に
、
一
ヶ
月
づ
、
前
後
に
や
ら
し
た
場
合
の
相
関
係
教
を
算
出
す
る
な
ら
ば
、
左
の
如
き
結
果
そ
示
し

て
、
同
月
に
お
い
て
係
数
は
最
も
大
き
く
、
且
つ
卸
貰
相
場
の
先
行
が
う
か
Y
は
れ
る
よ
小
菅
相
場
主
し
て
会
設

説
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の
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と
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関
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後
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・
:
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臼
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O

ハ
U
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U

同
月
の
相
関
係
敷
:
:
:
:
・
・
・
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・
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n
δ
7
u

却
責
相
場
を
一
ヶ
月
つ
¥
進
ー
ま
せ
た
係
数
刈
一
一
川
一

た
Y
併
し
以
上
の
統
計
的
結
果
か
ら
、
雨
者
の
因
果
関
係
ま
た
は
依
存
聞
係
は
、
決
定
さ
れ
う
る
も
の
で
な
い
。

こ
れ
ら
の
崎
間
取
は
だ
守
、
前
論
の
詑
開
係
を
消
極
的
じ
貰
謂
し
う
る
も
の
だ
る
に
止
ま
る
。

司
一
値
輸
の
逆
閥
係
鍾
動
様
態
に
お
け
る
卸
小
貫
雨
相
場
の
相
違
か
ら
、
小
賓
の
利
鞘
は
、
米
債
の
季
節
麓
掛

さ
遣
の
相
関
々
係
に
立
つ
こ
さ
は
、
前
掲
の
二
つ
の
園
表
か
ら
既
に
指
摘
し
穴
所
で
あ
る
。
い
ま
試
み
に
こ
の
相

関
係
数
を
算
出
す
れ
ば
衣
の
如
く
な
る
ο

卸
貰
相
場
(
山
城
赤
三
等
)
さ
小
責
値
鞘
(
公
設
)
さ
の
同
月
の
相
関
係
数
:
j
a
-
-
-一
同

U

こ
の
係
数
は
却
も
、
か
な
り
の
程
度
に
逆
の
相
関
々
係
の
あ
る
ニ
さ
を
示
し
て
ゐ
る
。

1
0
・h

宮
山
吋

七

論

幸吉

以
上
卸
責
相
場
吉
小
責
相
場
の
異
同
お
よ
び
関
係
に
つ
い
て
賓
謹
し
え
た
芭
こ
ろ
を
要
約
す
る
。

第
一
に
、
最
近
十
年
間
じ
微
弱
な
漸
落
趨
勢
を
示
し
、

第
一
一
に
、
最
初
の
五
年
間
に
漸
騰
し
、
突
の
五
年
間
に
漸
落
し
て
、
ほ
Y

一
回
の
循
環
を
な
し
て
ゐ
る
。
こ
の

趨
勢
麗
勤
さ
循
環
盤
動
に
お
い
て
は
、
卸
貰
相
場
さ
小
責
相
場
さ
の
聞
に
甚
し
き
相
違
を
認
め
ら
れ
な
い
。
却
も

tI 
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こ
の
ニ
つ
の
擾
勤
の
意
味
仁
お
い
て
は
、
小
貰
相
場
の
安
定
性
も
、
卸
買
相
場
の
騒
動
性
も
・
之
を
明
ら
か
じ
認

め
る
ζ

さ
は
出
来
な
い
。

、、

第
三
に
、
年
々
に
繰
り
返
さ
れ
る
季
節
鍵
動
に
お
い
て
は
、
卸
責
は
小
貰
に
比
し
、
よ
り
大
な
る
盤
動
を
な
し

て
ゐ
る
。

第
四
に
、
日
々
の
現
賓
の
相
場
に
お
い
て
は
、
卸
責
は
小
刻
み
に
で
は
あ
る
が
極
め
て
麺
繁
に
盤
動
す
る
に
反

し
、
小
資
は
大
刻
み
に
で
は
あ
る
が
極
め
て
時
々
に
撞
動
す
る
。
ニ
れ
ら
二
つ
の
意
味
仁
沿
い
て
の
み
、
小
頁
相

場
の
安
定
性
さ
卸
責
相
場
の
盤
動
性
が
明
ら
か
じ
認
め
ら
れ
る
。

h
r
(
の
畑
、
也
、
捜
瑚
椋
恨
の
梱
注
の
情
川
市

f
し
℃
、
問
責
♂
小
資
の
低
哨
も

Jhr、
前
叫
唱
の
山
尚
一
、
帰
二
に
照
漉

し
て
、
趨
勢
的
お
よ
び
循
環
的
に
は
、
殆
ん
ぎ
著
じ
き
費
動
を
一
不
さ
や
、
ま
た
前
逃
の
第
三
、
第
四
に
照
臆
し
て

値
鞘
は
米
債
の
騰
落
さ
逆
の
相
関
々
係
に
允
っ
。
即
ち
米
慣
が
季
節
的
に
ま
た
日
々
に
騰
貴
す
る
場
合
に
は
、
値

鞘
は
低
下
し
も
米
慣
が
下
落
す
る
場
合
に
は
、
値
鞘
は
増
大
の
傾
向
を
示
す
こ
芝
、
な
る
。

最
後
に
、
か
く
の
如
き
異
同
あ
る
に
拘
ら
や
、
現
質
に
は
、
卸
貰
相
場
は
小
貰
相
場
に
描
出
し
て
、
庇
接
に
結
封

的
影
響
を
奥
へ
、
小
貰
相
場
を
麓
勤
せ
し
む
る
最
も
有
力
な
原
因
さ
な
り
つ
、
あ
る
。
こ
れ
が
消
極
的
責
読
を
な

す
事
買
注
し
て
、
雨
者
の
相
閥
々
係
さ
前
後
開
係
を
あ
げ
る
こ
さ
が
出
来
る
。
(
完
)
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京
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米
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大
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耕
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氏
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工
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議
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の
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意
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、
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意
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。
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